
































































































める。また、平成 28 年 2 月 5 日、論文内容とそれに関連した事項について試問を行っ
て、申請者が博士後期課程学位取得基準を満たしていることを確認し、合格と認め
た。  
なお、本論文は、京都大学学位規程第 14 条第 2 項に該当するものと判断し、公表に
際しては、当該論文の全文に代えてその内容を要約したものとすることを認める。 
 
要旨公開可能日：  2016年  3月 23日以降 
 
